
俣
宗
良
様
、
協
力
事
業
者
様
な
ど
皆
さ
ん
が
参
加
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

式
後
、「
那
須
ま
ち
づ
く
り
広
場
」
の
視
察
が
あ
り
、

「
半
年
前
に
来
た
時
よ
り
発
展
し
て
い
る
」
と
い
う
嬉

し
い
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
関
わ
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
に
も
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

前
号
で
お
伝
え
し
た
令
和
2
年
度
「
地
域
づ
く
り
表

彰
」
国
土
交
通
大
臣
賞
【
小
さ
な
拠
点
部
門
】
の
表
彰

式
が
、
11
月
5
日
に
那
須
町
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
国
土
政
策
局
地
方
振
興
課
長
・
澁
谷
浩
一

様
よ
り
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
、
平
山
幸
宏
・
那
須
町
長

を
は
じ
め
、
栃
木
県
総
合
政
策
部
地
域
振
興
課
長
・
菅

祝
・
国
土
交
通
大
臣
賞
受
賞
！

11
月
5
日

那
須
町
役
場
で

「
地
域
づ
く
り
表
彰
」の

表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。

「那須まちづくり広場」は那須町・旧朝日小学校
の廃校を活用したコミュニティの拠点で、2022年
春にリニューアルオープン予定です。ここを拠点に、
誰もが自分らしく最後まで生きがいを持って、安
心して暮らせる地域づくりのモデルをつくるために

「人生100年・まちづくりの会」が活動しています。

新しく住宅に住みたい方、那須まちづくり広場の
事業で仕事をしたい方、ボランティアなどで応援
したい方、◯◯づくり名人、まちづくりについて学
びたい方など、さまざまな方に集まっていただき、
意見交換をしながら「参加型」でまちづくりを進
めます。多くの方のご参加をお待ちしております。

「人生100年・まちづくりの会」とは

国土交通省HP受賞決定
の記事はこちらから

那須町役場で表彰式。
皆様のお力添えのおか
げです。

2021年
冬

Vol.6
TEL.0287-74-3434
nasuhiroba.com
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●「
報
告
」

❶
食
事
メ
ニ
ュ
ー
の
試
作
提
供
を

　
開
始
し
ま
す

　

2
0
2
1
年
1
月
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ「
こ
こ
」で
、
高
齢
者
住
宅
の
食
事
メ

ニ
ュ
ー
（
1
日
3
食
、
食
事
代
は
月
3
万

円
予
定
）
を
試
作
提
供
し
ま
す
。
マ
ク
ロ

ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
食
事
も
提
供
予
定
。

❷
自
立
の
方
向
け
サ
高
住
※
の

　
居
室
の
配
置
は
、　1
月
中
に
決
定
予
定

　

バ
ン
ス
設
計
事
務
所
か
ら
簡
易
な
模
型

が
提
示
さ
れ
、
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か
り
や
す

く
な
り
ま
し
た
。
集
ま
り
す
ぎ
ず
、
離
れ

す
ぎ
ず
の
配
置
を
目
指
し
、
皆
で
知
恵
を

絞
り
ま
し
た
。

※
サ
高
住
と
は

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
の

略
。

「
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す

る
法
律
」
の
基
準
に
よ
り
登
録
さ
れ

る
、
介
護
・
医
療
と
連
携
し
、
高
齢

者
の
安
心
を
さ
え
る
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
構
造
の
住
宅
。

●「
説
明
＆
話
し
合
い
」：「
サ
ポ
ー
ト
の
あ
り
方
」	

	

　

入
居
生
活
で
受
け
ら
れ
る
の
は
、「
一
人

で
生
活
し
続
け
ら
れ
る
こ
と
」
を
基
本
と

し
た
サ
ポ
ー
ト
で
す
。
月
々
定
額
の
サ

ポ
ー
ト
費
が
あ
り
、
初
め
て
の
入
院
・
退

院
時
の
付
き
添
い
、
風
邪
を
ひ
い
た
場
合

な
ど
の
部
屋
ま
で
の
食
事
の
配
下
膳
（
1

週
間
を
目
処
）、
緊
急
通
報
対
応
、
各
種

相
談
・
サ
ポ
ー
ト
等
が
受
け
ら
れ
ま
す
。	

那須・東京の会合では、新築の自立の方向けのサービス付
き高齢者向け住宅の諸費用や食事など、入居後の暮らしにか
かわる具体的な内容が討議されています。ぜひご参加ください。

リニューアル後の
那須暮らしが見えてきた!

「説明＆話し合い」毎月開催中。

「人生100年・まちづくりの会」報告

模型を使った
住宅配置の話し合いは、
大いに盛り上がりました。

・	

今
回
の
参
加
者
の
声

「
東
京
で
の
老
後
を
考
え
る
と
暗
い
イ

メ
ー
ジ
し
か
な
い
」

「
ま
だ
ま
だ
死
ぬ
気
が
し
な
い
。ち
ょ
こ
っ

と
仕
事
を
し
な
が
ら
暮
ら
し
た
い
」

「
家
族
と
は
、
月
に
1
回
会
う
程
度
で
い

い
と
思
う
」「
夫
と
意
見
が
合
わ
な
い
」

「
生
き
が
い
、
経
験
、
趣
味
な
ど
を
活
か

し
た
い
」
な
ど

・	
講
師（
近
山
恵
子
）か
ら

　
高
齢
期
は
思
い
の
ほ
か
長
く
、
互
い
に

我
慢
し
に
く
い
こ
と
も
。
家
族
と
は
別
々

に
住
ま
う
選
択
肢
も
あ
り
。
万
人
に
合
う

解
答
は
な
い
の
で
、
生
活
を
見
直
し
、
新

た
な
選
択
を
す
る
こ
と
で
自
分
に
合
っ
た

方
法
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

那
須

第
9
回
定
例
会
［
10
月
25
日
］

那
須

第
10
回
定
例
会
［
11
月
21
日
］

●「
話
し
合
い
」：

「
緊
急
時
に
求
め
る
事
」ほ
か

　

安
否
確
認
、
緊
急
時
対
応
の
ほ
か
、
自

立
の
方
向
け
サ
高
住
か
ら
毎
日
運
行
す
る

専
用
車
を
地
域
の
方
も
利
用
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
今
後
は
、
入
居
契
約
に
必
要
な
「
保

証
人
」
に
つ
い
て
と
も
に
学
ぶ
機
会
を
設

け
、
任
意
後
見
人
制
度
に
つ
い
て
も
勉
強

し
ま
す
。

●「
人
生
1
0
0
年
・
ま
ち
づ
く
り
の
会
」

　

入
居
や
毎
月
か
か
る
費
用
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
し
た
。

　

自
立
の
方
向
け
サ
高
住
は
「
フ
ル
タ
イ

ム
で
働
い
て
き
た
女
性
の
年
金
で
暮
ら

す
！
」
と
い
う
考
え
方
で
、
入
居
一
時
金

は
1
1
0
0
万
円
程
度
（
広
さ
10
坪
）、
月

の
費
用
12
万
円
程
度
（
サ
ポ
ー
ト
費
な
ど

も
含
む
）
で
す
。

　

介
護
が
必
要
に
な
り
、
自
立
の
方
向
け

サ
高
住
を
解
約
し
（
15
年
以
内
は
返
還
金

あ
り
）
介
護
の
方
向
け
サ
高
住
に
移
る
場

合
、
月
の
費
用
16
万
円
以
下
（
要
介
護
度

5
ま
で
含
む
）
に
な
る
予
定
で
す
。

●
セ
ミ
ナ
ー

「『
ど
こ
で
、誰
と
、ど
う
暮
ら
す
』の

　
著
者
に
聞
く
」

　

参
加
者
の
聞
き
た
い
こ
と
に
講
師
が
答

え
る
形
で
進
め
ま
し
た
。
今
後
、「
生
活

設
計
を
つ
く
る
」
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
予
定
。

●「
人
生
1
0
0
年
・
ま
ち
づ
く
り
の
会
」

　

初
参
加
の
方
が
多
く
、
今
回
の
企
画
の

説
明
を
す
る
な
か
で
、
那
須
の
見
学
と
藻

谷
浩
介
さ
ん
の
講
演
会
参
加
の
希
望
が
あ

り
、
急
遽
11
月
21
日
～
22
日
に
那
須
見
学

会
を
開
催
し
ま
し
た
（
P
3
参
照
）。
見

学
会
は
毎
月
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
特
別
講
演

「
終
活
を
考
え
る
①
現
代
・
お
墓
事
情
」

　

メ
モ
リ
ア
ル
ア
ー
ト
・
大
野
屋
さ
ん
か

ら
、
直
葬
な
ど
簡
素
化
が
進
む
最
新
の
お

墓
事
情
を
お
聞
き
し
、（
一
社
）コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
が
運
営
す
る
、

関
西
、
関
東
、
那
須
の
共
同
墓
地
も
紹
介

し
ま
し
た
。	

東
京

［
10
月
31
日
］

東
京

［
11
月
20
日
］
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ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
里
山
資
本
主
義
―

―
日
本
経
済
は
「
安
心
の
原
理
」
で
働

く
』（K

A
D
O
K
A
W
A

）
の
著
者
・
藻

谷
浩
介
さ
ん
を
招
き
、「
地
域
の
経
済

を
活
性
化
す
る
に
は
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
本
経
済
の
現

況
か
ら
、
海
外
に
富
を
逃
が
さ
な
い
た

め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
が
求
め
ら
れ

て
い
て
、「
食
を
中
心
に
那
須
ブ
ラ
ン

ド
を
強
く
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
」

地
域
の
経
済
活
性
化
を
考
え
る

11
月
22
日

藻
谷
浩
介
さ
ん
の
講
演
＆

ワ
ー
ク
シ
ョップ
大
盛
況
。

初
の
ビ
オ
ト
ー
プ
イ
ベ
ン
ト

12
月
6
日

「
い
き
も
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を

つ
く
ろ
う
！
」

「
新
し
い
暮
ら
し
方
」の
ヒ
ン
ト
に
！

11
月
21
〜
22
日

那
須
一
泊
見
学
ツ
ア
ー
開
催
。

1、4、5 既存のサ高住居住者の部屋　
2  那須まちづくり広場内の「コミュニテカフェ 

ここ」。体にやさしいメニューがそろっています。
3  那須まちづくり広場内の「あや市場」。地元

新鮮野菜や自然食品など。

東
京
で
の
話
し
合
い
の
中
、
急

遽
決
ま
っ
た
見
学
ツ
ア
ー
。
関
東

圏
か
ら
3
名
の
方
が
参
加
し
、
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
気
候
、
生
活
の
利

便
性
、
在
宅
ケ
ア
の
可
能
性
を
ふ

ま
え
て
見
学
し
ま
し
た
。
仕
事
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
自
分
を
活

か
す
暮
ら
し
が
で
き
る
の
も
大
き

な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

実
際
に
入
居
す
る
家
は
、
ま
だ

那
須
ま
ち
づ
く
り
広
場
で
は

「
楽
し
く
学
ぶ
」
実
践
の
機
会
を

つ
く
っ
て
い
ま
す
。
特
に
自
然
や

環
境
と
の
共
生
に
力
を
入
れ
て
い

て
、
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
も
始
め

ま
し
た
。
第
一
弾
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
「
い
き
も
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
つ

く
ろ
う
！
」
を
開
催
。
ど
ん
な
い

き
も
の
が
住
み
つ
い
て
く
れ
る
で

し
ょ
う
か
。
畑
づ
く
り
や
井
戸
掘

り
な
ど
も
進
め
る
計
画
で
す
。

建
っ
て
い
な
い
の
で
、
既
存
の
サ

高
住
の
部
屋
を
見
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
翌
日
「
人
生
1
0
0
年
・

ま
ち
づ
く
り
の
会
」
や
藻
谷
浩
介

さ
ん
の
講
演
に
も
参
加
し
（
下

段
・
下
記
参
照
）、「
自
分
と
は
異

な
る
意
見
に
ふ
れ
、
新
し
い
暮
ら

し
方
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
」
と
の

感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

まるで火花のように飛びまわる子ども達。
大人の動体視力は全く追いつかない！

と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
講
演
後

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、「
食
」「
エ

ネ
ル
ギ
ー
」「
観
光
」「
教
育
」
の
4
つ

の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
地
域
の
経
済
を

活
性
化
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、

真
摯
な
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 データを基にした那須への提言は、説得

力十分でした。

環
境
共
生
の
学
び
と
活
動
に
関
心
あ
る
方
、

鏑
木（
0
9
0
─6
1
1
4
─3
5
2
5
）ま

で
ご
連
絡
を
!

5

4 3

2

1

3　　　　Machizukuri hiroba Vol.6 2021.1



ち
づ
く
り
広
場
隣
の
緩
や
か
な
斜
面

上
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
立
地
・
地
形

等
は
、
東
西
両
側
に
低
湿
地
の
あ
る

丘
陵
地
帯
で
、
そ
の
付
近
に
は
大
小

の
流
れ
や
湿
地
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら

の
痕
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て

は
沼
な
ど
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
1
万
年
以
上
前
の
人
々
の
生
活

の
様
子
が
思
い
浮
か
ば
れ
ま
す
。

昭
和
24
年
（
1
9
4
9
）、
旧
朝
日

小
学
校
（
現
在
の
「
那
須
ま
ち
づ
く

り
広
場
」）
南
西
す
ぐ
近
く
で
、
お

百
姓
さ
ん
が
農
作
業
を
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
矢
じ
り
や
石
斧
な
ど
が
出
て

き
ま
し
た
。
そ
の
後
の
本
格
的
調
査

で
、
こ
れ
が
栃
木
県
内
で
最
初
の
無

土
器
文
化
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
（「
栃
木
県
内
の
無
土
器

文
化
遺
跡
」
で
検
索
す
る
と
、
一
番

最
初
に
「
迯
室
無
土
器
文
化
遺
跡
―

那
須
町
の
文
化
遺
産
」
が
出
て
き
ま

す
）。そ

の
頃
、
日
本
で
は
岩
宿
遺
跡
の

本
格
的
調
査
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

岩
宿
遺
跡
の
発
見
に

よ
り
、
縄
文
以
前
か

ら
日
本
列
島
に
人
が

住
み
、
無
土
器
文
化

が
あ
っ
た
こ
と
が
証

明
さ
れ
ま
し
た
。

遺
跡
は
、
標
高
約

4
0
0m
、
那
須
ま

那須歴史探訪館長　

岡田　雅俊 

那 須 今 昔 物 語 2

原
始
時
代
の
那
須
町
［
そ
の
１
］

那
須
ま
ち
づ
く
り
広
場
の
近
く
に

無
土
器
文
化
遺
跡
が
！

参考文献：�那須町誌前編�
『那須町の文化遺産』

� �(那須歴史探訪館にて好評発売
中。1,000円）

◦建物は、隈研吾さんの設計です。

栃木県那須郡那須町芦野2893
TEL.0287-74-7007  
開館時間 9:00 ～17:00   月曜休み

［ 那 須 歴 史 探 訪 館 ］

那須 地 域 情 報

迯室（にがしむろ）無土器文化遺跡は、昭和47
年に町史跡指定されました。

主な出土品

今後の予定 お気軽にご参加ください

1月

2月

3月

会場：那須まちづくり広場那 須 会場：コミュニティネットワーク協会東 京

16日（土）10：00～12：00 那須 特別講演 終活を考える③「よい介護とよき看取り」
13：00～15：00 那須 第12回「人生100年・まちづくりの会」

23日（土）10：30～12：00 東京 特別講演 終活を考える③「よい介護とよき看取り」
13：00～15：00 東京 第4回「人生100年・まちづくりの会」

28日（木）～29日（金） 那須 第3回 那須見学ツアー

13日（土）10：00～12：00 那須 特別講演「病院で死にたくない人のために～『ナースさくまの家』の実践～」
13：00～15：00 那須 第13回「人生100年・まちづくりの会」

20日（土）10：30～12：00 東京 特別講演「病院で死にたくない人のために～『ナースさくまの家』の実践～」
13：00～15：00 東京 第5回「人生100年・まちづくりの会」

25日（木）～26日（金） 那須 第4回 那須見学ツアー

13日（土）10：00～12：00 那須 第14回「人生100年・まちづくりの会」
13：00～14：30 那須 特別講演「在宅医療のいろは！～ほんとうに、家で死ねますか～」

17日（水）～18日（木） 那須 第5回 那須見学ツアー

27日（土）10：30～12：00 東京 第6回「人生100年・まちづくりの会」
13：00～14：30 東京 特別講演「在宅医療のいろは！～ほんとうに、家で死ねますか～」

2021年
冬

Vol.6
TEL.0287-74-3434
nasuhiroba.com

黒田原駅
←至 黒磯

国道4号線

至 白河→

4
小島

東北自動車道 那須高原SA ↑至 どうぶつ王国

朝日小学校入口

那須まちづくり広場

お問い合わせ　     那須まちづくり株式会社
〒329-3225 栃木県那須町豊原丙1340 

TEL.0287-74-3434
FAX.0287-74-3447
mail : info＠nasuhiroba.com

営業時間／ 9:00～16:00
「コミュニティカフェここ」と
「あや市場」は火曜日定休
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